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「韓国土砂災害現地視察調査団2003」参加輻告

韓国土砂災害現地視察調査団2003

1 はじめに

大韓民国 （以下 「韓国」という）では、 2002年8

月31日から 9月1日にかけて、台風15号 (RUSA)

が上陸して甚大な被害が発生した。被害の規模は死

者 ・行方不明者246名、被害総額は5兆ウォン（日

本円で約5.000億円）にも達し、この被害総額は韓

国の史上最大規模に相当した。

台風15号 (RUSA)による甚大な土砂災告から 1

年経過し、この土砂災害の復旧状況等を確認するた

めに、 （財）砂防 ・地すべり技術センターは 「韓国土

砂災害現地視察調査団2003」を結成した。この調査

団は2003年9月3日（水）から 6日（土）の日程で、

台風15号 (RUSA)による土砂災害の被害が特に著

しかった韓国東部江原道 （カンウォンド、 「道」は

H本の都道府県にあたる）の江陵（カンヌン）市と

迎l陽（ヤンヤン）郡の災害現地を調査した。

2 調査団構成

今回の調究団は、当センターの反町雄二企画部長

を団長とし、 当センター職貝 4名 （石井和男、オ戸木

敏仁、近藤玲次、高木洋一）と建設

コンサルタント23社からの38名の計

43名で構成された。

3 韓国の国土について

3.1 韓国の国土の状況

韓国では、侮年のように土砂災害

が発生している。気象条件や地形条

件がわが国と類似していることや、

山林の荒廃が著しいことなどが土砂

災害の原因として挙げられている。

斡国の国土而積は約9.9万km2、人

口は4.600万人 (1997年現在）と、

それぞれ日本の1/4、1/3に相当する。

韓国の気候は束アジアモンスーン地幣に属する大

陸性気象圏で、 7~9月は高温 ・多湿、多雨、 11月

~5月は乾燥した期間が持続する特徴を有してい

る。ソウルと東京の月fJIJ平均気温と降水紐の比較を

図1に示す。東京のデータについては2000年 1月か

ら12月の気象庁統計室のものを用いた。ソウルと束

京の気候と月別平均気温を比較すると、 ソウルの年

降水址は1.171mmと東京の1.602mmと比較して少なく 、

ソウルの月別平均気温は5月から8月にかけて束京

とほぽ同じであるが、その他の月に関してソウルの

月別平均気温は東京と比較して低くなっている。今

回 「緯国土砂災害現地視察調査団2003」が訪れた江

陵の年降水址はソウルとほぼ同批の約1.200mmとな

っている。

綿匡lで発生する蔽雨には

①中華華南地方揚子江から発生 ・移動する低気圧、

②梅雨前線、

③台風の 3パターン

となっている。これらの蔽l：月は日本と同様に 7月

から 9月にかけて集中的に発生し、年降水拡の約50

~60％を占めている。
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図1 月別平均気温と降水量のソウルと東京との比較
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I 海外事情I

韓国の地形に関して、山地が国土の70％を占め、

韓国東部に太白,1」)脈、韓国中部に小白山脈がそれぞ

れ南北に連なっている（図 2)。韓国の主要河川は

南方向 • 西方向に流れるものが多く、雨期と乾期の

水拡の差が大きい。韓国で最も流路延長が長い河川

は太白,1,脈から釜山市に至る洛東江の520kmであ

る。今恒1調壺団が視察調査を行った江原道江陵市を

含む斡国東部では、大部分の河川が急勾配で流路延

長が短い河川となっている。

韓回の地質に関して、花岡岩と花岡片麻岩が最も

広く分布し、それぞれ国土の28％を占めている。ま

た、第三紀附堆積岩が国土の20％に、結品片岩が匡l

土の11％に分布している。

緯固における土砂災奢の索困の一つとして、山林

荒廃が特徴づけられる。かつて山林ば燃料採取、焼

き畑、乱伐や戦乱によって山林が荒廃し、近年でも

山火事などによって山林が荒廃している。特に、

1950年の朝鮮戦争の間には激しい不法伐採や燃科材

の採取が広く行われたことから111林が哨しく茄廃し

た。山火事は人為的と 自然的両方の原因により毎年

のように多発している。1960年から2000年の間に発

生した山火事の総件数は17.348件、総被害而梢は

147,905haにも達している。また、病害虫による生

物的な要因、近年の山地l開発の進展も山林の荒廃の

原因となっている。

韓国における土砂災害について、図3に韓同林業

研究員の資料による1976年から2002年までの土砂災

害における死者を示す。同期間の土砂災害による死

者数は1.103名で、年平均にすると約41名となって

いる。
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3.2 韓国の砂防事業の概要

緯国では、山林の荒焼による土砂流出の活発化に

よって、 1907年に砂防事業が開始された。1993年ま

で政府による直轄の管理のもとに砂防事業が実施さ

れた結呆、森林がある程度回復した。しかし、朝鮮

戦争の間に、激しい不法伐採や燃料材の採取が原困

で森林が急速に荒廃した。朝鮮戦争後には政府によ

る政府直轄の砂防事業と併せて、地方レベルでの砂

防事業が実施される仕組みが整備され、その仕組み

が荒廃林地の緑化に大きく貢献してきた。1952年に

は地方レベルで村落森林組合が組織され、 1954年か

らは地方レベルでの砂防事業に淡する予符が全国規

模で助成される制度が制定された。

その後の1962年の砂防事業法制定、 1963年の山林

緑化促進臨時措置法の制定により、山林庁が砂lltj事

業を主要な山林政策の一つとして実施するようにな

った。1970年代以降は 「森林再生10箇年計画」が3

度にわたって実施された。特に1988年から1997年に

実施された「第三次森林再生10箇年計画」では、こ

れまでの荒廃地の復1Hが中心であった山地砂防事業

と併せて土砂災店発生前にハード対策を実施する
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図2 大韓民国の国土 図3 韓国における1976年～2002年の土砂災害による死者数
（（社）全国治水砂防協会「大韓民国の砂防」 (2003)より一部加筆）
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「予防砂防事業」も新たに実施される

ようになった。

1993年には地方の労働力不足および

機械化が不十分といった作業条件など

の変化を背娯に、これまでの政府の直

轄管理のほかに訥負工事も採用される

ようになった。また1994年3月24日に、

この請負システムの効用改善 • 砂防工

事の機械化の基礎条件を整えるために

「砂防事業法」 が全面改定された。

4 台風15号 (RUSA)による
韓国の土砂災害について

台風15号 (RUSA)は、 8月31日か

ら9月1日に韓国全土へ上陸し、この

2日間で各地に累加雨砿90mm~898mm

の降雨をもたらした （図4、5)。特に

江陵市の最大日雨批は870.5mmに達し、

この日雨屈は約300年超過確率日雨批

に相当している。また、最大60分間雨

屎100.5mm(8/31 21:41 ~22:40)を記録

している（図 6)。

この台風により、韓国全土では死

者 ・行方不明者246名（死者213名、行

方不明者33名）、被害総額5兆ウォン

（日本円で約5.000俯円、 行政自治部中

央災害対策本部調べ）に達する甚大な

被害が生じた。土砂災害を見てみると、

囲7のように土砂災害による死者が分

布している。

台風15号 (RUSA)による各道から

の被害報告をとりまとめると、崩壊面

租2.304ha、渓岸侵食約70km、林道崩

壊 ・流失506km、道路法面崩壊などの

被害があった。林業研究院では、これ

らの被害は台風による降雨と1996年、

2000年の山火事の影評であると考えて

いる。特に2000年 4月6日に発生し、

韓国統計上最大規模の焼失面秋約

2.400haに達した山火事が発生した江

原道江陵市の沙川而蓋洞里では、多数

の斜面崩壊が発生し、渓床において大

益の土砂流出が発生した。
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図4 台風15号 (RUSA)の進路
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現地調査結果 5.1 江陵（カンヌン）市内

本調究団が今回現地調査を行った地点を図8に示

す。本調査団は 9月4日（木）の午前中に江陵市内

（江陵市営墓地 ・沙）II而蔽洞里）、午後に襄陽郡和尚

川流域を調査した。

午前中の江陵市内の調査では、江原大学校山林科

学大学山林工学研究室のIF．斗松教授と江原道山林管
理課山林土木係長の李大舘氏（写真1)に、土砂災

害状況、土砂災告復1日事業やその進捗、対策工の技

術などについて説明を頂き、調杢団の質問に対して

も快く匝l答して頂いた。午後の襄I湯郡和尚川流域調

査においても、車教授と調査団メンバーで土砂災省

状況やその後の復旧について活発な議論を行った。
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図6 江陵市における8月31日～9月1日の時間雨量と累加雨量

5.1. l 江陵市沙川面薩洞里

江陵市沙川面磁洞里 （図8)は、 2000年 4月6日

に緯国の統計上最大規模の山火事 （梢失面積 ：約

2,400ha)が発生した地区であるとともに、2002年

8月31日に台風15号 (RUSA)による梨雨で表層崩

壊が多発した地区である （写真2)。

李係長から、磋洞里地区の対策方針としては、崩

壊地では1.L1腹工や谷止工による土砂生産抑制、渓流

においては不透過型砂防えん堤による土砂流出抑

制、鋼製スクリーンえん堤による流木捕捉であると

の説明を受けた。復旧工事の予算は751億1.200万ウ

（約75船1.120万円）、予算の負担割合は、国骰ォン

図7
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ヽ畜
“m

f
 

-if 
‘̀ 0 1知
9 9 

-て.
写頁1 災害現場・災害復旧の状況を説明する
車教授 （左）と李係長 （右）

?E“9 ：鼻

‘}9 -..9 
0 40畑．．  
ュ

SABO vol.77 Jan.2004 19 



1海外事情 I 

が56%、道投が20%、市郡費が24％であったc また、

工期は2002年10月25日から2003年11月30日までであ

り、わが国の災害関連緊急砂防事業と同様に約］年

li]という短いエ期であった。なお、1l1Jl!IT．は森林組

合が施工を行っているとのことであった。

江陵市沙川而；；分洞呈の斜面は斜而i勾配が緩く、土

附厚が薄いといった特徴を有している。また、この

地区の流域は流域而梢が小さく 、河床勾配が緩いと

いった特徴を有している。J.ii壊地の規校は輯10~

30m、斜1ffi長30~50m、崩壊深は50cm以下である。

写真2は2002年11月30日に江陵市沙川面盗洞里か

ら高速逍路を渡った江陵市営墓地から撮影されたも

のであり 、与真3は2003年9月41:1に同地点から撮

影したものである。

写真2、3を比較すると、撮影時期の迩いにより

梢生の色が紋なるが、止而に見えている鉄搭 F部付

近の崩壊地が山股工によって復旧されているのが確

写真2 江陵市沙川面譴洞里山火事跡の表層崩壊状況

(2002年11月30日撮影）

写口3 江陵市沙川面譴洞里山火事跡の対策状況

(2003年9月4日撮影）
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認できる。しかし、崩壊地は数多く存在 しており、

最終的には全ての{vi壊地に対して山ni..r．が施l．．され
る予定である。

次に、汀陵市沙川而悩洞里内におけるJ崩壊地対策

が完了した箇所を調究した。写真4はそのl崩壊地の

対策状況である。今回視察した崩壊地の崩壊規検は、

j"｝壊蒻が約20m、崩壊幅が約30m、頼斜が約15゚で
あった。

本崩壊地では山）］及エと擁聖工による対策が実施さ

れていた。山）］団［は崩壊地内に残存した不安定土塊

の除去による切土エ、斜面形状の改良による盛土＿［、

法面の保設を目的とした植生工、表陪の縦排水路に

よる地表水排除T．が実施されていた。梢生工は盛土

の部分、 小段の屑の部分、縦排水路の表面で密に植

栽されていた。

斜面脚部の安定性確保のために施工された擁壁：r:
は、現地で説明はなかったが、擁壁工の状況から勘

案すると、重力式コンクリート擁壁工であると考え

られる。なお、本擁盤工には水抜きが設骰されてい

た。

わが国の急條斜地崩壊防止工事では斜面が人家等

に近接している場合が多いことから、コンクリート

のり枠工や待ち受け擁槌等のコンクリート等の人「．

構造物を用いることが多い。一方、韓国においては

人家周辺の斜而においても植生工や切 1：：エなどの人

工構造物によらない工事が多く見られる、点が、印象

深かった。これはわが国と韓国の土砂災もに対する

安全度の考え方の述いによるものと考えられる。

また、江陵市沙川面磋洞里内には2003年6月まで

に砂防えん堤28基、護岸工が施工されていた。本調

写頁4 崩壊地対策状況
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究団はそのうちの、プロ ック秘みえん堤 （写真 5)

と流木対策を目的とした鋼製スクリーンえん堤 （写

兵6) を調査した。

今回視察したプロック梢みえん堤の諸元は、堤高

約 3m、堤長約20m、水通し幅約 7m、1'Il1部の貰入

長約 3m（渓炸を掘削し、盛土で固定）、水叩き長

約3mであり、各コンクリートプロックは連結され

ている。なお、本えん堤は2002年11月に完成してい

る。

本えん提は完成直後から2003年9月4日までに発

生した土砂流Il}に対して、土砂の捕捉および調節を

行い、その効果が発揮されたとのことである （注 ：

2003年9月13日に台風14号が韓国に上陸し、韓国南

部を中心に大きな被害をもたらす前に、現地調査が

実施された）。

わが国でも、緊急に土砂流出抑制を実施したい楊

合などに、同様のプロック和みえん堤が施工されて

いる。このように、韓同でもわが国と同様にプロッ

ク積みえん堤が設戦されていることや土砂流出に対

写g5プロック積みえん堤

写真6 銅製スクリーンえん堤

して効果を発揮した点は典味深かった。

銅製スクリーンえん堤 （写真6)は、プロック梢

みえん堤の下流に設置されている。このえん提の諸

元は、堤窃約 7m、堤長約20m、水通し幅約 5m、

透過部祐’jさ3m、堤底から透過部までの高さ 2m、

側壁護岸長さ約15m、袖都の共入長さ約 3m（盛土

で固定）である。

韓囲でもわが国と同様に流木災害が多発してお

り、近年では今回視察した鋼製スク リーンえん堤を

含めて流木対策を目的とした対策工が多く施工され

ているとのことである。

ここで、わが困と韓国の銅製スクリーンえん堤を

比較してみた。わが同の銅製スクリーンえん堤の一

般的な構造を!1'ZI9に示す。図9から分かるように、

鋼製スク リーンえん堤はH型鋼パットレスフレーム

壁材として上流フレーム ・中間フレーム ・l‘・流フレ

ームの3部分から構成されている。一方、今同視察

した鎖製スクリーンえん堤は、写真6から分かるよ

うに下流フレームのない点で、わが回のものと相述

がある。本鋼製スクリーンえん堤の設計外力やスク

リーン幅の考え方等について、李係長に質問したが、

明確な回答は得られなかった。

5.1.2 江陵市営墓地

江陵市営墓地は、多数の斜面Jiil壊や大批の土砂流

出が発生した江陵市沙川而磁洞里のIlI火事跡から、

高速道路を越えた場所に位骰している。この市営泌

地は、地質が花岡岩となっている丘陵地に盛土が行

われ、階段状に造成された。

台風15号 (RUSA)によって、市営墓地内の盛」．．．

部分や斜而のI皿部となっている箇所で崩壊が発生

し、約700基の袋が流失した。

K流

： ：．：： ・. j!じ：• 9. •. • B 9 : ：ー：； ：：じ．・.
ふ翠:..:-• 會·・ • •衣ユ年·:．――·し ：！彎・.•. • 

図9 わが国の銅製スクリーンえん堤模式図
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現地調査時点では、 2002年11月に砂防学会調査団

がこの場所を訪れたときと同様に、崩壊地の頭部で

わずかにプルーシートがかけられている状態のまま

で菰地の復II]が依然行われていない状態にあった

（写真7、8)。

5.2 襄陽郡和尚911流域土石流災害硯場

4日の午後には襄協郡和尚川右支渓の土石流災害

現場を現地調査した。

和尚川は江陵市の北に位置し、襄陽郡南部を西か

ら東に流下し太白山脈の一部を構成する標高900m

以下のなだらかな山地で囲まれる中小河川である。

流域内は台風15号 (RUSA)によって多数の崩壊や

土石流が発生しており、本現地調査現場は、土石流

が発生した流域の一つである。支渓の概略を図10に

示す。

砂防学会調査団の報告によると、 土石流は上流の

2支渓から発生し、 一つは谷出口にあったアパート

の1階部分を直撃し、もう一つは釣堀用ため池を破

写頁7 江陵市営墓地盛土崩壊状況

壊している。下流には砂防えん堤が配置されていた

が、 1時間雨試約100mmの雨とため池の水も加わる

こと等により、えん堤の左岸側が侵食されて袖抜け

を起こし、砂防えん堤直下流域にあった人家が被災

している。

写真9は2002年11月30日に砂防えん堤下流から被

災した左袖部を撮影したものであり、写真l0は2003

年9月4日に同地点から撮影したものである。また、

写真11は2002年11月30日に砂防えん堤」こ流から撮影

したものであり、写真12は2003年 9月4日に同地点

のやや下流から撮影したものである。

写真9と10を見ると、 左岸袖部が抜けた部分を盛

土するとともに、上流側に設岸工を配骰しているこ

とが分かる。さらに、写真11と12を見ると、渓床内

に堆積していた土砂を除石するとともに、両作とも

護岸工を配置しているのが分かる。

本砂防えん堤の左岸袖部が被災した）原因について

は設計流拭以上の洪水流抵があったのか、施工時の

問題なのか等の原因を究明し、今後の対策に結ぴつ

けるための教訓を検討することが重要であると考え

られるが、被災原因及ぴ教訓等については不明であ

った。

一方、砂防えん堤から約200m上流域にある渓岸

部では、写真13や14に示すように、 巨礫が大址に堆

積しているとともに、激しく 渓岸侵食を受けている

状況のままで、対策は実施されていなかった。

写呉15は土石流によって被災したアパー トを2002

年11月30日に撮影したものであり、写真16は2003年

9月4日に同地点から撮影したものである。また、

写真17は2002年11月30日に上流域にあったため池の

状況を撮影したものであり、写真18は2003年9月4

日に同地点から撮影したものである。

さ

写真8 江陵市営蔓地崩壊跡地の現状 図10 和尚川上流部概略図
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写真9 和尚川上流右支渓えん堤の被災状況

(2002年11月30日撮影）

写口11 和尚川上流右支渓出水後状況
(2002年11月30日撮影）

写口13 河道における巨礫堆積状況
(2003年9月4日撮影）

写真10 和尚川上流右支渓えん堤の復旧状況

(2003年9月4日撮影）

写真12 和尚川上流右支渓護岸施工状況

(2003年9月4日撮影）

写真14 渓岸侵食状況

(2003年9月4日撮影）

SABO vol.77 Jan.2004 23 



1海外事情 I 

写真15~18を見ると、約1年間にアパートの上流

側及びため池に堆梢していた土石流堆積物は除去さ

れ、整地されていた。また、対岸にあった崩壊地に

おいては山腹1こが施Tされていた （写真15、16の青

丸の箇所）。 しかし、 土石流が発生 した渓流におい

ては、 土石流対策は実施されていなかった。 また、

アパートも］階部が被災したままで修復されていな

かった。わが国ではこのような被害が発生したら、

砂防えん堤や渓流保全工などの土石流対策を実施す

るとともに、アパー トも補修することが想定される。

この迅いは土砂災杏対策に対する考え方の迩いなの

か、2003年 9月4日時点では対策の途中であるのか

分からないが、いずれにしてもわが国とは災害後の

対9；ぶが異なっていることが輿味深い。

写頁15 土石流によるアバートの被災状況
(2002年11月30日撮影）

写口17 土石流によるため池の被災状況
(2002年11月30日撮影）
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6 おわりに

「韓国上砂災害現地視察調査団2003」は、韓国の

上砂災害現場を調究し、韓国の砂防事業の一端を知

る貨重な機会に恵まれた。

今回の調査で印象深かった点は、今回の調壺を行

った江l凌市沙）II面泄洞里と滋賀県大津市の[l.l.:.111で

地形 ・地質 ・植生などの政＂党が非常に類似している

点と、韓国と 11本で構造物の形式や対策の考え方が

異なっている点であった。

13本での怠傾斜地Jii壊の対策は、人命や財産の保

護の面から対策工が採用されている場合が多く 、近

年は斜而の樹木を可能な限り残すことができるよう

な対策が検討されてきている。一方、り立国での対策

写頁16 アパート周辺の整地状況
(2003年9月4日撮影）

写頁18 アバート・ため池付近整地状況
(2003年9月4日撮影）
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は人工構造物による対策も実施されているが、斜面

では土エと植生工のみといった梢生の回復に力点が

骰かれている点で興味深かった。

また、渓流においては、プロック梢みえん堤や鋼

製スクリーンえん堤などわが国と同様に対策が行わ

れている反面、 1年経過しても対策が英施されてい

ないことなどわが国とは異なっている点が典味深か

った。

さらに、今後の韓国の砂防事業において、対策工

の施工といったハー ド而の対策と併せてソフ l、対策

の充実をはかるような検討が必要であると実感し

た。特に、韓国では土石流危険渓流調査が実施され

ていないために、七石流危険渓流の箇所数や分布が

把捉されていない現状にあり、土石流危険渓流の調

杏が必要と考える。また、狐湯郡和尚川流域土石流

災害現場では、 土石流災害を受ける可能性が高い場

所に依然として住民が住んでいた点からも、住民の

土砂災害に対する意識の向上が課題であると感じ

た。

我々が韓国を訪れた約1週間後に、台風14号が韓

国に上陸し、多大な被害が発生している。2002年台

風15号 (RUSA)災害後に配骰した対策工の効果や、

今同調査を行った地点の変化について、機会があれ

ぱ調査してみたいと考えている。

（文資 ：硲木洋一＊・近藤玲次＊＊）
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